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自
分
が
作
っ
た
も
の
で

雫
石
町
の
良
さ
を
発
信
し
た
い

　
平
成
23
年
に
新
規
就
農
し
た
下
澤
田
翔
太
さ
ん
（
上
和
野・35
）
は
現
在
、

水
稲
、
露
地
野
菜
、
冬
は
花
苗
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
翔
太
さ
ん
は
茨
城
大
学
に
進
学
後
、
茨
城
県
内
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
た

が
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
年
５
月
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
、
父
・
康
雄
さ
ん
の
元
で
就
農
し
た
。

　
両
親
、
祖
父
母
、
弟
と
共
に
水
稲
６・２
㌶
の
他
、
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

長
芋
、
ゴ
ボ
ウ
、
花
苗
を
生
産
し
て
い
る
。
６
～
10
月
は
早
朝
３
時
半
頃
か

ら
畑
で
レ
タ
ス
を
収
穫
・
箱
詰
め
し
、
盛
岡
市
中
央
卸
売
市
場
に
出
荷
。
休

憩
を
挟
み
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
・
出
荷
も
行
う
。
11

月
、
３
月
に
は
長
芋
と
ゴ
ボ
ウ
を
収
穫
、
主
に
道
の

駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
に
出
荷
す
る
が
、
長
芋
は
贈
答
用

と
し
て
の
注
文
も
多
い
。
冬
期
間
は
作
業
受
託
し
た

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ク
ロ
ッ
カ
ス
な
ど
の
球
根
を
ポ
ッ

ト
に
植
え
、
芽
が
で
た
も
の
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に

納
品
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
、
７
月
の
長
雨
の
影
響
で
長
芋
の
成
長
が

悪
く
天
候
に
左
右
さ
れ
る
農
業
の
難
し
さ
を
実
感
す

る
１
年
と
な
っ
た
が
、「
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
仕
事

が
出
来
る
の
が
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
」と
翔
太
さ
ん
。

　
昨
年
７
月
に
早さ

由ゆ
き
さ
ん
と
結
婚
し
、
３
世
代
７
人

家
族
と
な
り「
今
後
も
質
の
良
い
農
産
物
を
生
産
し
、

自
分
が
作
っ
た
も
の
で
雫
石
町
の
良
さ
を
発
信
で
き

る
よ
う
、
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
翔
太

さ
ん
は
希
望
に
燃
え
て
い
る
。

●今号の主な内容●

★議会総務産業常任委員会との意見交換会開催 ……………2

★農業振興地域整備計画の見直しについて（手続き編） ……3

★農地賃借料情報 ………………………………………………4
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１
月
27
日
、
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
雫
石
町
議
会
総
務
産
業
常
任
委
員

会（
杉
澤
敏
明
委
員
長
）
と
農
業
委
員

会
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
町
の
農
業
振
興

を
図
り
農
業
委
員
会
活
動
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
、
総
務
産
業
常
任
委
員
７
人
と
岡
森

農
業
委
員
会
会
長
、
農
業
委
員
８
人
、

各
事
務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
は「
遊
休
農
地
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
、
始
め
に
農
業
委
員
会
事
務
局
か

ら
、
昨
年
６
～
７
月
に
実
施
し
た
農
地

利
用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）

結
果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
特
に
①
再
生
可
能
と
判
断
し
た

遊
休
農
地
は
、
所
有
者
に
農
地
の
利
用

意
向
調
査
を
行
い
そ
の
後
の
利
用
・
再

生
状
況
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
②

農
地
に
再
生
困
難
と
判
断
し
た
荒
廃
農

地
は
、
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
非
農
地

判
断
し
地
目
変
更
登
記
を
促
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

説
明
し
た
あ
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

出
席
者
か
ら
は「
集
落
で
ビ
ジ
ョ
ン

を
作
っ
て
、
農
地
を
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
か
を
考
え
な
い
と
駄
目
だ
と
思

う
」、「
大
型
農
家
の
支
援
だ
け
で
な
く

兼
業
農
家
支
援
も
考
え
直
し
て
行
わ
な

い
と
、
農
村
地
域
が
衰
退
し
て
い
く
懸

念
が
あ
る
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

意
見
を
今
後
の
遊
休
農
地
対
策
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雫
石
町
議
会
総
務
産
業
常
任

委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

　

国
の
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

の
調
査
結
果（
概
数
値
）
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
岩
手
県
は
、主
な
仕
事
が
農
業
の「
基

幹
的
農
業
従
事
者
」
が
約
４
万
４
千
人

と
、
５
年
前
調
査
か
ら
約
１
万
５
千
人

減
と
な
り
、
全
国
で
は
約
40
万
人
減
少

し
、
本
町
で
も
３
０
０
人
以
上
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
減
少
率
も
全
国

平
均
の
22
・
５
％
は
過
去
最
大
で
あ
り
、

岩
手
県
は
全
国
平
均
よ
り
さ
ら
に
高
い

25
・
３
％
で
、
本
町
は
約
20
％
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
化
に
よ
る
離
農
や
後
継

者
不
足
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
が
顕
著

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
１
経
営

体
あ
た
り
の
耕
作
面
積
は
、
全
国
平
均

が
初
め
て
３
㌶
を
超
え
、
岩
手
県
も
ほ

ぼ
同
じ
約
３
㌶
で
、
本
町
は
さ
ら
に
高

い
約
５・
７
㌶
と
な
っ
て
お
り
、
経
営

規
模
の
拡
大
が
進
ん
だ
結
果
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
農
作

物
の
消
費
低
迷
や
価
格
の
低
落
な
ど
、

農
業
経
営
者
に
は
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
雫
石
町
農
業
委
員
会

で
は
、
法
改
正
に
基
づ
き
平
成
30
年
５

月
よ
り
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
加
え
た
新
し
い
農
業
委
員
会
組

織
と
し
て
活
動
し
て
来
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
度
は
新
制
度
移
行
後
初
の
改
選

を
迎
え
、
５
月
よ
り
新
体
制
と
な
り
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
農

業
委
員
会
の
最
大
目
標
で
あ
る「
農
地

利
用
最
適
化
の
推
進
」
の
た
め
、
①
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
②
農
地

の
利
用
集
積
・
集
約
化
、
③
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
に
対
応
し
た
新
規
参
入
者

の
促
進
、
以
上
の
３
点
を
、
農
業
者
の

代
表
機
関
と
し
て
、
町
の
農
林
課
や
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
農
業
者
が

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
農
業
に
取

り
組
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

事
務
局
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
　
農
業
委
員
会
活
動
方
針

　
　
　
　
雫
石
町
農
業
委
員
会
会
長　

岡
　
森
　
喜
与
一
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家族経営協定で
魅力的な農業経営を目指そう ‼

認定農業者の共同申請　　⇒　配偶者、後継者による認定農業者の共同申請が認められます。

農業者年金の国庫助成　　⇒　配偶者、後継者の保険料に対し、一定割合の国庫助成があります。

農業次世代人材投資資金　⇒　経営開始型として夫婦ともに就農する場合、夫婦合わせて1.5人分が
　　　　　　　　　　　　　　交付されます。

１

２

３

家族経営協定締結によるメリット

家族経営協定のご相談は、雫石町農業委員会事務局　☎ 692－6595まで

　家族経営協定は、家族で取り組む農業経営について、意欲とやりがいをもって経営に参画できるよう、経営
方針や役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境などについて、家族一人ひとりが対等な立場で話し合い、
取決めるものです。
　雫石町では、１月25日に土橋行政区の小林栄司さん、美智子さんご夫妻と後継者の浩平さんが、町内70組
目となる家族経営協定を締結しました。

～70組目が協定締結～

１．その農地が雫石農業振興地域整備計画で定めた「農
用地区域内」かを確認

２．「農用地区域内」の場合は、農林課で農用地区域
からの除外手続きもしくは、用途変更手続きが必要

 
３．その後、農業委員会で農地転用の手続き

問合せ先　雫石町役場農林課農政グループ　　☎　692-6491

農振除外等の手続きについて
　町では、農業の生産性向上とより良い農業環境の整備促進のために、「農業振興地域の整備に関する法
律」に基づき「雫石農業振興地域整備計画」を策定し、農業用途に位置づけられた「農用地区域」と「農
振白地地域」を設定しています。「農用地区域」内は宅地造成や建築等の開発行為、農地転用が制限され
ています。そのため、農用地区域内に建築等を行おうとする場合には、農用地区域からの除外手続きも
しくは農業用施設用地への用途変更手続きが必要です。
①除外手続き
　原則５年に１回の計画見直し時期に受付。次回の見直しは令和５年に予定しています。
　除外するには、一定の要件を満たし、農地法の農地転用許可の見込等がある場合に限り手続きが可能です。
②用途変更手続き
　随時受付を行っています。牛舎・農機具格納庫の整備を検討される方は、事前にご相談ください。
　手続きには時間がかかりますので、事業実施希望の半年以上前にご相談ください。

農地に住宅や牛舎などを建てたい時
手続きの流れ

農業振興地域

農振白地地域

　農業用途に位置づけられた区域
※ 宅地造成や建築等の開発行為禁止
※ 農地転用原則不許可

農用地区域

一定の要件を満たし、農地法の
農地転用許可の見込等がある場
合に限り、農用地区域から除外

〈農業振興地域イメージ図〉
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１．田の部
地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考

雫 　 石 11,000 16,900 1,000 169
御 　 所 9,000 15,000 1,000 86
西 　 山 8,600 13,200 3,000 241
御 明 神 8,700 15,000 3,000 149

（参考）雫石町平均 9,300 645
２．畑の部

地 域 名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 デ ー タ 数 備　　考
雫 　 石 7,700 10,000 5,200 8
御 　 所 8,000 15,000 1,000 2 ※ 5　Ｒ 1
西 　 山 8,200 10,000 5,000 12
御 明 神 7,000 10,000 4,000 4

（参考）雫石町平均 7,800 24
 

雫石町農地賃借料情報 　令和2年1月から令和2年12月までに締結（公告）された賃貸借に
おける賃借料水準（10ａ当り ) は以下のとおりです。

〇農地の賃貸借契約の際、契約小作料の額を定めるにあたっての目安として設定していた標準小作料は、平成21年の農地法の改
正に伴い廃止され、これに代わるものとして、過去1年間に実際に締結（公告）された賃借料を取りまとめた農地賃貸借水準を
提供することとなりました。
〇農地を貸し借りされる場合は、対象農地の条件等もありますので、当事者間の十分な話し合いで適正な金額を決めて下さい。
　　令和３年1月20日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雫石町農業委員会

※ 1　データ数は、集計に用いた筆数です。（使用貸借は含んでおりません）     
※ 2　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60㎏当たり 12,100 円に換算しています。    
※ 3　金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としています。     
※ 4　「（参考）雫石町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値です。
※ 5　前年中に御所地区において参考可能な畑の賃貸借契約がないため、直近の情報を載せています。（雫石町平均には含んでおりません）

9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月

農地法第３条（農地の貸借・売買） 1 １ １ ２ ０ 2
農地法第４条（農地の自己転用） ０ ０ ０ ０ ０ 1
農地法第５条（売買・貸借による転用） 2 2 １ ０ 2 0

農用地利用集積計画（農地の貸借・売買） ２６ ２ ５ ２０ ５ １４

農用地利用配分計画（農地中間管理機構と担い手との貸借） ０ ０ １ ０ ３ 1

農地法適用外証明（農地ではないことの証明） ０ １ ０ ２ ０ 0

農地利用状況調査に係る非農地判断 ０ ０ ０ ５７ ２ 1

農業委員会総会審議状況
（件）

（単位：円、筆）

（単位：円、筆）

編

集

後

記

　
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
の
か
短
い

よ
う
で
長
か
っ
た
の
か
、
あ
と
数
か

月
で
任
期
を
終
え
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
の
１
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
公
私
と
も
飲
む

機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
不
要
不
急
の
外
出
の
自
粛
が
広

が
り
、
少
し
過
剰
反
応
か
な
？
と
も

思
い
ま
し
た
。
で
も
コ
ロ
ナ
禍
が
教

え
て
く
れ
た
も
の
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
絶
対
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら
な
い
よ

う
に
皆
で
頑
張
る
べ
す
な
‼

(

編
集
委
員
　
上
　
野
　
　
　
哲)

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
と

し
て
、
発
行
に
６
回
係
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
度
に
快
く
御

協
力
下
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
や
異
常
気
象
等

悩
み
多
き
時
代
で
す
が
、
こ
ん
な
時

こ
そ﹃
笑
顔
﹄
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

編
集
委
員
　
小
赤
澤
　
悦
　
子)

　

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

　
農
業
委
員
会
に
届
け
出
を 

●
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
農
業
委
員
会
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

●
届
け
出
先
は
、
農
地
の
所
在
す
る
市
町
村
の
農

業
委
員
会
で
す
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【会長交際費とは】
会長が農業委員会を代表し外部との交渉、情報収集、
町政協力者への謝意を表すために支出する経費で、
会費や香典などです。

情報公開
●会長交際費執行状況
　令和２年９月～令和３年２月まで、交際費の
執行はありませんでした。

◇ 発行日　月４回金曜日
◇ 購読料　月 700 円

●お申込みは●

　農業委員会事務局まで
　☎ ６９２－６４１４


